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今
年
も
佐
賀
市
大
隈
記
念
館
に
お
い
て
、
大
隈
重
信
の
偉
業
を
追
想
し
顕
彰
す
る
た
め
「
大
隈
祭
」
が
開
か
れ
た
。
佐
賀
市
大
隈
記
念

館
保
存
会
が
主
催
し
、
早
稲
田
大
学
、
早
稲
田
大
学
校
友
会
佐
賀
県
支
部
、
北
水
自
治
会
・
北
水
公
民
分
館
、
片
田
江
商
店
連
盟
が
協
力

す
る
春
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。
最
近
で
は
祭
典
・
式
典
の
ほ
か
、
大
隈
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
（
テ
ー
マ
「
大
隈
重
信
に
学
ぶ
こ
と
」）

に
入
賞
し
た
小
中
学
生
に
よ
る
ス
ピ
ー
チ
な
ど
も
行
わ
れ
て
い
る
。

　

大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
で
も
講
演
者
を
派
遣
し
、
大
隈
重
信
に
関
わ
る
ト
ピ
ッ
ク
を
よ
り
多
く
の
方
々
に
分
か
り
や
す
く
お
伝
え
す
べ

く
努
め
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
佐
賀
市
と
の
交
流
促
進
の
た
め
、
毎
年
講
演
者
を
派
遣
す
る
よ
う
に
な
っ
た
二
〇
〇
八
年
以
降
の
講
演
者
・

演
題
及
び
そ
の
内
容
を
簡
単
に
振
り
返
り
、
そ
の
上
で
今
年
の
「
大
隈
祭
」（
二
〇
一
一
年
五
月
一
五
日
）
に
お
け
る
講
演
概
要
を
ご
報
告

す
る
こ
と
と
し
た
い
。
な
お
、
講
演
者
の
所
属
は
す
べ
て
講
演
当
時
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。

「
大
隈
祭
」
に
お
け
る
講
演
活
動
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▽
二
〇
〇
八
年
五
月
一
一
日

　

講
演
者　

荒
船
俊
太
郎
（
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
助
手
）

　

演
題　
　

今
、
大
隈
重
信
を
学
ぶ

　

要
旨 　
　

 
現
在
、
佐
賀
県
出
身
者
に
関
わ
る
資
料
の
発
見
・
刊
行
が
相
次
い
で
い
る
が
、
県
七
賢
人
の
筆
頭
格
・
大
隈
重
信
に
関
す
る

研
究
は
、
残
念
な
が
ら
停
滞
気
味
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
し
か
し
、
明
治
初
年
以
来
半
世
紀
に
わ
た
り
国
政
の
中

枢
に
位
置
し
続
け
た
大
隈
に
は
、
い
ま
だ
手
つ
か
ず
の
事
績
が
数
多
く
残
さ
れ
て
お
り
、
新
た
な
大
隈
像
を
打
ち
出
す
こ
と

は
決
し
て
難
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
最
晩
年
に
大
正
天
皇
お
よ
び
皇
太
子
（
後
の
昭
和
天
皇
）
の
相
談
役
と
し
て
、「
国
家
の

最
高
顧
問
」
の
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
は
、
そ
の
軸
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

▽
二
〇
〇
九
年
五
月
一
〇
日

　

講
演
者　

真
辺
将
之
（
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
助
手
）

　

演
題　
　

大
隈
重
信
の
文
明
運
動
と
人
生
百
二
十
五
歳
説

　

要
旨　
　

 

大
隈
重
信
と
い
え
ば
「
庶
民
的
政
治
家
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
二
度
目
の
内
閣
を
組
織
し
た
際
の
国
民
的
人
気

は
素
晴
ら
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
実
は
そ
う
し
た
人
気
は
当
初
か
ら
存
在
し
た
わ
け
で
は
な
い
。「
庶
民
的
政
治
家
」

大
隈
が
誕
生
す
る
背
景
に
は
、
文
明
運
動
と
人
生
一
二
五
歳
説
と
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
文
明
運
動
と
は
大
隈
が
行
っ

た
文
化
的
活
動
の
総
称
で
あ
り
、「
東
西
文
明
の
調
和
」
と
い
う
理
念
の
も
と
な
さ
れ
た
大
日
本
文
明
協
会
の
活
動
な
ど
が

該
当
す
る
。
人
生
一
二
五
歳
説
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
大
隈
の
明
る
く
前
向
き
な
人
生
観
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
り
、
庶
民

層
の
人
気
を
呼
び
起
こ
す
大
き
な
き
っ
か
け
と
も
な
っ
た
。
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※
な
お
講
演
に
先
立
っ
て
、
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
長
に
代
わ
り
、
安
在
邦
夫
（
早
稲
田
大
学
教
授
）
よ
り
挨
拶
が
あ
っ
た
。

▽
二
〇
一
〇
年
五
月
九
日

　

講
演
者　

望
月
雅
士
（
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
非
常
勤
嘱
託
）

　

演
題　
　

大
隈
重
信
へ
の
提
言
│
│
佐
賀
の
同
志
た
ち
は
大
隈
に
何
を
語
り
か
け
た
か

　

要
旨　
　

 

大
隈
重
信
に
宛
て
ら
れ
た
書
翰
の
中
か
ら
、
特
に
佐
賀
県
出
身
の
人
物
を
選
び
、
彼
ら
が
大
隈
に
何
を
語
り
か
け
た
の
か
を

紹
介
す
る
。
例
え
ば
佐
野
常
民
は
、
明
治
一
四
年
の
政
変
直
後
、
し
ば
ら
く
は
静
養
し
、
沈
黙
を
守
る
よ
う
勧
め
て
い
る
。

ま
た
大
木
喬
任
は
、
伊
藤
内
閣
の
外
相
就
任
を
求
め
ら
れ
て
い
た
大
隈
に
対
し
、「
主
義
」
を
貫
く
の
で
は
な
く
「
折
合
」

を
重
視
す
る
よ
う
求
め
た
。
さ
ら
に
パ
リ
に
在
住
し
て
い
た
織
田
萬
は
、
当
時
外
相
で
あ
っ
た
大
隈
に
外
交
官
養
成
の
重
要

性
を
説
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
佐
賀
の
同
志
た
ち
は
様
々
な
思
惑
を
も
っ
て
盛
ん
に
大
隈
に
語
り
か
け
て
い
た
の
で
あ

る
。

 

（
文
責
・
伊
東
久
智
）


